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気候ネットワーク

～わたしたちはめざします～

1.抜本的な国内対策で京祁露定曾の6%削減を１

２.頂撹重視の社会経済システムを’ｊ 

Ｉ 
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ｌ） 

3.市民・地域主導で沮鼠化防止の促進を１

４.政策決定プロセスに市民の参加と１W報公開を１

５.南北の公平をめざし、南の人々と迎捜を！
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、副京都議定書発効キャンペーン
～温暖化防止国際制度の幕開け～（

京都認定雷の発効|こあわせて、温暖化問題に取り組んできたＮＧＯが連携して「京都

蟻定瞥発効キャンペーン～温暖化防止国際制度の鰯開け～」を実施しましだ。気候ネッ

トワークは、２月１６曰に発効記念パレード「さあ、すすめよう１温暖化防止」とＮＧＯ集

会「進もう京都瓢定轡とともに」を実施しました。その他にも、シンポジウムや前夜祭

等が行われ、議定圏発効を祝うと同時に、温暖化対策を確実Ｅそして大幅Iご進めなけれ

ばならないことをアピールし、新たな温暖化防止の露開けとなりましだ。韓シンポr咳
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シンポジウム

｢京都耐定秘､発効！」
【CASA】

京都脳定愁発効配念

前夜祭【ⅢFジャパン】

ソニースクエア企画

nIIlFジャパン】
国際ワークショップ｢長
期的な国際温圏化対策の

枠組み｣【FoEジャパン】
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魍
今回.蝿1餘合回は、名古屋で活動

している、『中部リサ

イクル運動市民の会』
の紹介です。代表理憲
の萩原さんから紹介し
てい庭だきましだ。

気候ネットワークの団体会員の紹介です。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

萩原婁之さん

中部リサイクル運動市民の会は設立当初から、

1人から始められること、個人にこだわり続け

てきましだ。まだ地域に根ざした活動であるこ

ともこだわり続けてきましだ。

合曰現在のキャッチフレーズは、「地球とい

うジグソーパズルの1ピースは私の住むまちで

す」。そのまちに住んでいる人だちが「自分た

ちのまちは自分たちで担う」その成功事例が各

地で広がっていくことをイメージしています。

まだ市民＝個人にこだわるの|こは、次のような

視点があります。図1のように地球環境破壊は

技術の発達が技術の暴走となり進行。その解決

には技術のコントロール技術ｽﾞj(Lb要となります。

そのコントロールには万法は二つ。

（１）法や制度を変える

（２）消費者が製品やサービスに意思をもって

選択。ということは、Ａ）市民としては、個人

としてライフスタイルを変えていく。Ｂ）企業

に対しては、個人は技術をより持続可能性のあ

る方向へ消費の力で変えていく。Ｃ）行政に対

しては制度を変えるために関わる。つまり個人

の力はライフスタイルの変化のみでなく、企業

や行政＝社会構造の源であると。

◆可視化する

市民が当事者意識・自発性をもつだめlこは「気

づき」の誘発が必要です。そのだめには心のレ

ベルに届く犢報が必要です。現在取り組んでい

ることに「可視化」システムがあります。「犢

報」とはみえないものをみえるようにすること

です。たとえば、買い物のときにレジ袋を1枚

断ったとします。ある曰にその行動をした人が

このまちに1万人いて、レジ袋1枚のCO2換算は

100グラムですから、もし森をつくっだとすれ

ば何本の木を植えたことlこなるというように、

市民がみえるようになる表現、システムを構築

しようと進めています。
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◆がんばった人が報われる

それは「エコポイント」という仕組みのなか

で生かそうとしています。環境に良いことをす

るとポイントが発生します。環境商品を買った

り、レジ袋を断ったり、公共交通機関に乗るな

どです。すでにスーパー店頭でのシステム実験

や名古屋市での地下鉄での|Tシステムを使って

の実験は終３しましだ。現在の通貨システムで

は表現できない「環境がよくなる通貨」を社会

化できないかと考えています。まだＣＯ２で換算

できるような行為は、排出量取引の考えを導入

し、企業に購入してもらうことも考えています。
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◆みえない敵

1999年２月、名古屋市がごみの非常事態宣言

をし、２年間で23％のごみ減霞を達成しましだ。

そのことで行政や市民に大きな変化がありまし

だ。ただ、CO2や温暖化はさらにハードルが高

いのです。名古屋市は合公共交通機関6割、マ

イカー4割をめざしています。関西、関東では

公共交通が7割、マイカーが3割ですが、名古屋

はまったくの逆です。マイカーでの移動の万が

早くて安くて快適なまちでは、個人レベルの行

動に限界があります。都市計画や制度を変えな

いと達成できません。そのためには交通のため

のムープメントが必要となります。道のりは長

いようですが。

回一

◆当事者意識

ＮＰＯの生産物は人です。合までは市民は消

費者として行政や企業の社会サービスの受け手

となっていましだ。「自分たちのまちは自分た

ちで担う」という人をどのように起こしていけ

るかを模索しています。例えば、市民参加型で

一般廃棄物処理基本計画づくりや環境基本計画

づくり、まだ市民の手による市民への環境アド

バイザーシステム、環境学習施設の計画づくり

と運営を市民で行うなどです。

中部リサイクル運動市民の会

〒460-0014名古屋市中区富士見町9-16有信ビル2F

FAXO52-339-5651URL：http://www､es-netjp/index・hｔｍｌTELO52-339-5541 






